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三
月
一
日
か
ら
七
日
ま
で
の
一

週
間
、
全
国
一
斉
に
「
春
の
火
災

予
防
運
動
」
が
行
わ
れ
、
南
丹
市

消
防
団
で
も
二
月
二
十
六
日
に
八

木
・
日
吉
支
団
で
防
火
パ
レ
ー
ド
、

三
月
一
日
に
園
部
支
団
で
防
火
パ

レ
ー
ド
、
三
月
五
日
に
は
園
部
・

美
山
支
団
で
非
常
招
集
訓
練
、
美

山
支
団
で
は
高
齢
者
世
帯
へ
の
防

災
啓
発
訪
問
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
う
ち
、
園
部
支
団
で
は
小

麦
山
か
ら
の
火
災
を
想
定
し
た
放

水
訓
練
が
行
わ
れ
、
実
践
さ
な
が

ら
の
消
火
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

一
月
か
ら
南
丹
市
内
で
は
火
災

が
多
発
し
て
い
ま
す
。
火
の
取
り

扱
い
に
は
十
分
注
意
し
て
い
た
だ

く
と
と
も
に
、
あ
ぜ
焼
き
な
ど
火

入
れ
を
行
う
場
合
に
は
、
あ
ら
か

じ
め
「
火
入
れ
許
可
申
請
書
」
を

各
支
所
産
業
振
興
課
ま
で
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

二
月
二
十
四
日
、
Ｊ
Ａ
京
都
八

木
支
店
で
水
田
農
業
構
造
改
革
対

策
に
係
る
合
同
会
議
が
行
わ
れ
、

会
議
で
は
、
八
木
町
水
田
農
業
ビ

ジ
ョ
ン
に
つ
い
て
の
説
明
の
あ
と
、

バ
イ
オ
エ
コ
ロ
ジ
ー
セ
ン
タ
ー
で

製
造
す
る
有
機
質
堆
肥
を
利
用
し

た
「
安
心
・
安
全
で
お
い
し
い
環

境
に
や
さ
し
い
農
業
」
や
「
ほ
ん

ま
も
ん
の
ふ
る
さ
と
の
産
業
を
育

て
る
ま
ち
づ
く
り
」
を
推
進
す
る

た
め
の
話
し
合
い
が
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
農
業
後
継
者
の
確
保
・

育
成
の
課
題
に
つ
い
て
も
話
し
合

わ
れ
ま
し
た
。

南
丹
市
農
業
の

未
来
を
考
え
る

日
吉
町
の
中
世
木
地
区
で
二
月

十
二
日
、
田
舎
暮
ら
し
を
望
む
都

市
住
民
ら
を
対
象
に
し
た
「
地
域

交
流
会
と
住
宅
見
学
会
」
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

都
市
住
民
に
田
舎
暮
ら
し
の
参

考
に
な
れ
ば
と
、
同
地
区
と
日
吉

支
所
が
企
画
。
十
家
族
二
十
人
の

参
加
が
あ
り
、
伝
統
食
づ
く
り
の

体
験
や
空
き
家
見
学
な
ど
を
通
し

て
ふ
れ
あ
い
を
深
め
ま
し
た
。

同
支
所
で
は
今
後
も
田
舎
暮
ら

南丹市内で火災が多発！
ー火入れの際には申請をー

伝統食づくりを体験

農業の未来について意見が交わされた合同会議

手際よいポンプ操作をする団員

南丹市議会議長

高橋 芳治 氏

挙
区
）
が
選
ば
れ
た
ほ
か
、
副
議

長
に
村
田
正
夫
議
員
（
美
山
選
挙

区
）
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

南
丹
市
誕
生
後
、
初
め
て
の
市

議
会
が
行
わ
れ
、
初
代
の
市
議
会

議
長
に
高
橋
芳
治
議
員
（
八
木
選

空
き
家
見
学
や
料
理
で

田
舎
の
暮
ら
し
を
体
験

新
議
長
に
高
橋
芳
治
氏

副
議
長
に
村
田
正
夫
氏南丹市議会副議長

村田 正夫 氏

し
の
情
報
を
都
市
住
民
に
向
け
発

信
し
て
い
く
予
定
で
す
。


